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研究成果の概要（和文）：

本研究は，自立した生活を送っている比較的健康な高齢者を対象に，5 年間以上のコホー
ト研究を行い，口腔機能や口腔関連 QOLの変化を検討した．さらに，「歯や口腔機能の変化が
口腔関連 QOL に影響を及ぼす」という仮説の検証のために，残存歯数の変化や客観的な口腔
機能の評価方法の一つである咬合力の変化を説明変量とした口腔関連 QOL の重回帰モデルを
構築したその結果，口腔関連 QOL は各個人の影響を強く受けている一方で，口腔の状態や機
能の低下が口腔関連 QOL に影響を及ぼしていることが示された．したがって，適切な口腔管
理を行い歯の喪失を防ぐこと，また歯を喪失しても咬合力の低下を防ぐことが，高齢者の口腔
関連 QOLの変化に関連すると示唆された．

研究成果の概要（英文）：
This study examined changes in oral health-related quality of life (OHRQoL) among Japanese elderly 

over a 7-year period. A sample of independently living individuals (aged 60+ years) underwent a 
questionnaire and dental examination at baseline and 7 years afterward. The Geriatric Oral Health 
Assessment Index (GOHAI) was used to assess the impact of oral conditions. Occlusal force and 
salivary flow were also assessed. Of the 411 participants assessed at baseline, 130 (31.6%) accepted to 
participate after 7 years. There were no significant differences between those lost to follow-up and those 
assessed at 7 years, except that a higher proportion of the latter rated their baseline general health as 
good. Among the latter, the overall mean GOHAI score did not change significantly (11.8 at baseline 
and 11.1 at follow-up; p = 0.16). However, after controlling for age, gender, and baseline GOHAI score, 
participants who had lost teeth or experienced a decline in occlusal force after 7 years had higher 
follow-up GOHAI scores (indicating poorer OHRQoL). Unfavorable changes in clinical oral status over 
time are reflected in poorer self-rated oral health. 
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１．研究開始当初の背景
高齢者においては，加齢とともに歯数が減
少し，口腔機能が低下することが多い．また
このことは，個人の健康や QOL を低下させ
ると考えられるが，科学的根拠に基づいたデ
ータに乏しい．
口の働きとかかわりの深い QOL(Oral 

health related QOL)の指標として，国際的には
Oral Health Impact Profile (OHIP, Slade and 
Spencer, 1994) と Geriatric Oral Health 
Assessment Index (GOHAI, Atchison and Dolan, 
1990)が広く用いられている．これらの指標を
用いた横断的研究から，歯や口腔の健康状態
と QOL とに関連があることが様々な国から
報告されている．
これまで我々は，歯の欠損状態や歯科疾患
からさらに一歩踏み込んで，QOLに影響を与
えるのは身体機能であるとの観点から，唾液
分泌速度や咀嚼能率などの口腔機能が，高齢
者の QOL に関連があることを横断的研究に
よって明らかにしてきた．しかし，口腔機能
の変化があった場合に QOL が変化するか否
かについて，長期的観察を行った研究はこれ
までみられない．個人の価値観によって QOL
の評価は大きく影響を受けることから，同一
人物の口腔内状況や口腔機能と QOL の両方
の変化を同時に観察する縦断的研究が，両者
の関係を検討する上でより望ましいことは
明らかである．

２．研究の目的
医療や福祉，公衆衛生の進歩によって，我
が国の平均寿命は飛躍的に延びてきた．しか
し，心身機能の維持や延命だけではなく，高
齢期に豊かな生活を送ること，すなわち
Quality of Life（QOL）をより高い状態で維持
することは重要である．
補綴歯科においても，形態や機能の回復と
ともに，患者の QOL の向上は重要な課題で
あり，過去に歯や口腔の健康状態と口腔関連
QOL との関係についての報告は多くみられ
るが，横断的研究がほとんどである．主観的
評価である QOL は，同じ様な身体状態であ
っても，個人によって捉え方が異なり，その
人の環境や価値観によって評価は変わって
くると考えられる．したがって，健康状態の
変化が QOL に及ぼす影響を検討するには，
同一人物を対象に，ある変化が生じた際の
QOL の変化を経時的にみることが望ましい
と考えられる．
これまでに治療前後の口腔関連 QOL の短
期的な変化を示した報告はみられるものの，
歯数や口腔機能の客観的な変化と QOL の変
化とを同時に測定し，経年的な観察を行った
研究は全くみられない．
そこで本研究では，「高齢者の加齢による

歯や口腔機能の変化が口腔関連 QOL に影響
を及ぼす」という仮説を立て 7年間のコホー
ト研究を行い，横断的研究だけでは解明が不
可能な口腔機能の変化と口腔関連 QOL との
因果関係を明らかにした．

３．研究の方法
1）研究対象者
対象者は，自立した生活を送っている 60
歳以上の高齢者で，大阪府老人大学講座にて
講義を受けていた受講者の中から，本研究の
目的や内容を説明し，同意の得られた者とし
た．調査時期は 2003 年（ベースライン時）
と 2010 年（フォローアップ時）の 2 回とし
た．2003年のベースライン調査には，410名
（以下，ベースライン調査参加者とする）が
参加した．
その後，2010年にベースライン調査参加者
に郵送にて追跡調査への参加を依頼し，参加
の同意の得られた 179名（以下，追跡調査参
加者とする）に対して追跡調査を行った．追
跡調査参加者のうち，調査項目の中で 1つで
も欠損値を有した 24名を除外した 155名（以
下，分析対象者とする）に対して縦断的研究
の分析を行った．また，追跡調査に参加しな
かった 231名を不参加者とした．
本研究は，大阪大学大学院歯学研究科倫理
審査委員会の承認（H14-7 平成 14 年 8 月 7
日）を得ている．
2）研究方法
対象者には先に質問票への記入を指示し，
その後歯科・口腔機能検査を行った．質問票
の内容は，性別，年齢，全身の健康状態の自
己評価（以下，健康状態とする），経済状態
の満足度（以下，経済状態とする），ならび
に日本語版GOHAIによる口腔関連QOLとし
た．調査項目は，ベースライン調査と追跡調
査で同一とした．
口腔関連 QOL の評価には，我々が作成し
た日本語版の Geriatric Oral Health Assessment 
Index （GOHAI）24)を用いた．GOHAIは 12
の質問項目に対して 6段階の回答とし，各質
問にそれぞれ 0～5の点数を付与した．また，
12項目の合計点数をその人の GOHAIスコア
とし，口腔関連 QOL の指標とした．GOHAI
スコアは 0 から 60 の値をとり，スコアが高
いほど，口腔関連 QOLが低いことを示す．
歯科・口腔機能検査は，大阪大学歯学部附
属病院咀嚼補綴科に所属している歯科医師
が行い，残存歯数と最大咬合力を分析に用い
た．最大咬合力はデンタルプレスケール R
（50H，R タイプ，ジーシー社）を用い，咬
頭嵌合位付近の最大咬合力(N)をオクルーザ
ーFPD-707（ジーシー社）を用いて算出した
47-51)．
統計学的分析には，ベースライン時とフォ



ローアップ時のそれぞれにおいて，性別，年
齢，健康状態，経済状態，残存歯数，最大咬
合力の各調査項目と GOHAI スコアとの関係
について，Spearmanの順位相関係数の検定な
らびに Mann-Whitneyの U検定を用いて比較
した．なお，分析には分析用ソフトウェア
Dr. SPSS Ⅱ for Windows 11.0.1J（エス・ピ
ー・エス・エス社，東京）を用い，有意水準
は 5％とした．
 次いで，客観的な評価である残存歯数や咬
合力と，主観的な健康状態の自己評価や経済
状態の満足度，口腔関連 QOL の評価である
GOHAI スコアを，ベースライン時と 7 年後
のフォローアップ時で比較した．
 統計学的分析は，ベースライン時とフォロ
ーアップ時の各調査項目を，Wilcoxonの符号
付き順位検定ならびに McNemar 検定を用い
て比較した．また，ベースライン時とフォロ
ーアップ時の GOHAI スコアの関係について
は，Spearmanの順位相関係数の検定を用いて
検討した．
 さらに，7 年間の口腔の形態や機能の変化
を説明変量とした，フォローアップ時の口腔
関連 QOLを目的変量とするモデルを構築し，
客観的評価の変化が主観的評価である口腔
関連 QOLに及ぼす影響を検討した．

7 年間の変化として，残存歯の喪失歯数，
健康状態の低下や経済状態の低下の程度な
らびに最大咬合力の変化量を算出した．それ
ぞれ低下が正になるように，喪失歯数と最大
咬合力はベースライン時の値からフォロー
アップ時の値を減算し，健康状態と経済状態
は逆にフォローアップ時の値からベースラ
イン時の値を減算した値を用いた．
統計学的分析は，フォローアップ時の

GOHAI スコアと各調査項目との関係につい
て，Spearmanの順位相関係数の検定を用いて
検定し，さらに，フォローアップ時の GOHAI
スコアを目的変量として多変量解析行った．
GOHAI スコアはベースライン時，フォロー
アップ時ともにあらかじめルート変換を行
い正規化した．性別，年齢，ルート変換を行
ったベースライン時の GOHAI スコア，喪失
歯数，最大咬合力の変化量，ならびに健康状
態と経済状態の低下の程度を説明変量とし
て，強制投入法による重回帰分析を行った．

４．研究成果

分析Ⅰ．口腔関連 QOL と関連する調査項目
についての横断的研究

GOHAI スコアと各調査項目との関連を横
断的研究にて検討するため， Spearman の順
位相関係数の検定ならびに Mann-Whitney の
U検定を用いて比較した．ベースライン調査
参加者 410名と，分析対象者 155名を対象に
分析を行った．有意水準は 5％とした．

その結果，両調査時とも年齢が高い，健康
状態が悪い，残存歯数が少ない，最大咬合力
が低いほど GOHAI スコアが高く，すなわち
口腔関連 QOLが低くなった．

分析Ⅱ．追跡調査参加者の特徴について
追跡調査参加者（179名）と不参加者（231
名）の違いを明らかにするため，ベースライ
ン時における各調査項目について両者を
Mann-Whitneyの U検定ならびに Pearsonの χ
二乗検定を用いて比較した．有意水準は 5％
とした．
その結果，年齢や歯と口腔機能，QOLは有
意差を認めなかったが，追跡調査不参加者は
参加者に比べて，ベースライン時の健康状態
が不良な人が多い傾向を示した．

分析Ⅲ．7年間の変化について
分析対象者 155 名を対象に，ベースライン
時とフォローアップ時の各調査項目を
Wilcoxon の符号付き順位検定ならびに
McNemar検定にて比較した．また，両調査時
の GOHAIスコアの関係は，Spearmanの順位
相関係数の検定を用いて検討した．有意水準
は 5％とした．
その結果，両調査時の GOHAIスコアに有

意差を認めなかったが，両者には強い正の相
関を認めた．一方，7 年間で残存歯数は減少
し，咬合力は低下し，健康状態も低下するこ
とが明らかとなった．

分析Ⅳ．フォローアップ時の GOHAI スコア
を予測する因子について
歯や口腔機能の変化を説明変量とし，フォ

ローアップ時の口腔関連 QOL を予測するモ
デルを構築し，客観的評価の変化が主観的評
価の口腔関連 QOL に及ぼす影響について重
回帰分析を用いて検討した．分析対象者は分
析Ⅲと同様で，有意水準は 5％とした．
その結果，ベースライン時の GOHAIスコ

アが，フォローアップ時の GOHAI スコアに
最も影響の強い説明変量であることが示さ
れた．さらに，喪失歯数や咬合力の変化量と
いった客観的評価の変化も，それぞれ独立し
てフォローアップ時の GOHAI スコアに影響
を及ぼしていることが示された．  
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